（資料）文化財保護法第93条の提出について（記入方法）
※本書類は　開発事業の60日前　までにご提出下さい。
（第６号様式－１式関係）

1 書類はA４版で作成してください。提出部数は１部です。届出人名は施主の方の名前を記入してください。
（第６号様式－２関係）

2 書類はA４版で作成してください。提出部数は２部です。

3 書面の「埋蔵文化財発掘」とは遺跡の発掘調査という意味ではありません。周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）内において、土木工事等によって「土地を掘削する」ということを指しています。

4 木工事等の開発地域内に複数の周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が存在する場合は、遺跡ごとに届出・通知文書を作成してください。
5 工事が複数年度にわたる場合でも、原則として工事前に１回提出すればよく、年度ごとに提出する必要はありません。
6 ９３条の届出年月日は教育委員会の担当窓口（総務課文化財係）に提出した日付を必ず記入してください。届出者の名前は施主の方の名前を記入してください。
7 太線枠内は漏れなく記入してください。（細線枠内は記入不要）
8 枠内中１の所在地欄には住居表示（丁目、番、号）もしくは地番までを記入してください。

9 枠内中２の面積欄は土木工事等の対象もしくは敷地面積を記入してください（建築面積ではありません）。道路等の場合、対象道路全体の工事延長（○ｍ）、幅員（○ｍ）を記入してください。

10 枠内中３の土地所有者が複数の場合、代表者氏名の他○名と記入してください。

11 表中４の遺跡の種類、員数、名称は教育委員会に問合せください。

12 表中４の遺跡の現状欄は地目でなく、現在の土地利用形態としてください。

13 枠内中５の工事の概要欄は簡潔に記入ください。

14 枠内中６の工事主体者欄は、通常届出人と同じにしてください。

15 枠内中７の施工責任者欄は請負人がある場合は請負人の氏名・住所を記入してください。なお、未定の場合は「未定」としてください。

16 枠内中８・９の着手時期・終了時期欄は、現在予定している時期を記入してください。　なお、終了時期の不明な場合は「未定」としてください

17 枠内中10の参考事項欄は事前の工事予定（解体等）など参考になる事項があれば記入してください。

18 添付書類は下記のものが必要です。A４版両面で作成してください。

ⅰ）周辺位置図：できるだけ国土地理院発行の1/25,000または1/10,000

ⅱ）地形図：1/2,500～1/10,000等を使用し、工事箇所を正確に赤色で明示したもの。


（蛍光ペン等は不可）

ⅲ）工事概要図面：平面図及び地下の掘削状況の判る断面図を添付してください。なお、建物の場合２階以上の平面図は必要ありません

ⅳ）添付写真：工事箇所の全景が写っているもの１～２枚程度でA４版１枚に収めてください。（カラーコピーでも可）

19 書類の提出先は必ず下記に行ってください。なお、不明な点は担当者と事前に相談してください。

（第10号様式関係）

20 書類はA４版で作成してください。提出部数は１部。土地所有者の方の名前で提出してください。

提出先・問合せ先
〒679-5301　佐用郡佐用町佐用2600-2

佐用町教育委員会　教育課企画総務室文化財係

電話0790-82-2424　FAX0790-82-0120　E-mail：kyoi-somu@town.sayo.lg.jp

【第６号様式-1】

　　第　　号

平成　年　月　日

　佐用町教育長　様

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
埋蔵文化財発掘〔届出・通知〕書の送付について

　

　みだしのことについて、文化財保護法第［93・94］条第１項に基づき〔届出・通知〕しますので、よろしくお願いします。

記

１．土木工事等の計画地

２．土地所有者

３．土木工事の内容

４．送付書類
埋蔵文化財発掘〔届出・通知〕書　２通

５．担当者連絡先等
【第6号様式-2】

　　　第　　　号

平成　年　月　日
兵庫県教育長様

住　所
氏名等
印
埋蔵文化財発掘〔届出・通知〕について
周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等のための発掘を実施したいので、文化財保護法（昭和25年法律第214号）第〔93・94〕条第１項の規定により、関係書類を添付し、下記のとおり
〔届出・通知〕します。
	
	市町文書番号
	

	教文第　　　号　・平成　　年　　月　　日
	佐教企第　　　号　　　・平成　　年　　月　　日

	


	１所在地
	兵庫県佐用郡　佐用町


	２面　積
	

	３土地所有者
	氏名等：

	
	住　所：

	４遺跡の種類
	散布地　集落跡　貝塚　都城跡　官衙跡　城館跡　社寺跡　古墳　横穴墓
その他の墓　生産遺跡　その他の遺跡（　　　　　　　　　　　）

	　遺跡の名称
	
	員　数
	１

	　遺跡の現状
	宅地　水田　畑地　山林　道路　荒廃地　原野　その他(　　　　)

	　遺跡の時代
	旧石器　縄文　弥生　古墳　奈良　平安　中世　近世　その他(　　　　)

	５工事の目的
	道路　鉄道　空港　河川　港湾　ダム　学校建設　住宅　個人住宅　工場
店舗　個人住宅兼店舗　その他建物　宅地造成　区画整理　公園造成　ゴルフ場
観光開発　水道・ガス・電気　農業基盤整理　農業関係　土砂採取  その他開発

	　工事の概要
	

	６工事主体者
	氏名：

	
	住所：

	７施工責任者
	氏名：

	
	住所：

	８着手時期
	平成　　年　　月　　日
	９終了時期
	平成　　年　　月　　日

	10参考事項
	

	

	指導事項
	　発掘調査　　工事立会　　慎重工事　　その他(　　　　　　　　　　)


〔注意事項〕①　太線内は届出・通知者が記入。　②　指導事項欄は兵庫県教育委員会で記入。　③　４・５欄は該当項目を○で囲み、該当項目のない場合は、（　）に記入　④　位置図・地形図・工事概要を示す図面・現況写真を添付すること。

【第10号様式】
平成　　年　　月　　日
佐用町教育長　様
住所
氏名
印
発掘調査承諾書
下記所有地における発掘調査の実施を承諾します。
　なお、発掘調査による出土品について、その権利を放棄し、活用等の取扱いについては佐用町教育委員会に一任します。
記
１　発掘調査予定地の所在地
兵庫県佐用郡佐用町

２　発掘調査地の面積


《（資料）埋蔵文化財調査の流れ》





［遺構がない場合］





遺跡がない場合





工事着工





［第1号様式］





［第６号様式］





工事着工





［遺跡がない場合］


工事着工





提 出 書 類





［遺構がある場合］





文化財包蔵地内での土木工事





提 出 書 類





発掘調査によって出土した遺物の整理、理化学的な保存処理、資料の取りまとめ、および調査報告書の作成・刊行の段階





事業施行地のうち、埋蔵文化財が損壊および影響を受ける部分を対象とする発掘調査の段階





埋蔵文化財包蔵地の存在・範囲・性格・内容等の概要までを把握するための部分的発掘調査の段階。





表面観察では判断できない場合に行う埋蔵文化財の有無を確認するための部分的な発掘調査の段階。





開発事業地及び周辺地域の表面観察・物理探査・ボーリング調査等による現地調査の段階（遺跡地図や文献による所在状況の調査をふくむ。）





事業者と教育委員会が埋蔵文化財の照会や取扱、発掘調査計画を調整する段階。





【内　　　容】





【調査の流れ】





発　掘　調　査





予　備　調　査








整理等











本発掘調査











確認調査











試掘調査











分布調査











連絡・調整








※「遺構」とは、遺跡で見つかる柱穴・住居・墓など、


　　生活の痕跡を示す跡です。





［遺構を保護できる場合］





保護について協議


工事着工








